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米
空
母
「
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
」
へ
の
自
衛
隊
補
給
艦
「
と
き
わ
」
か
ら
の
間
接
給
油
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ピ
ー
ス
デ
ポ
」
（
代
表

梅
林
宏
道
氏
）
が
入
手
し
た
と
さ
れ
る
米
国
海
軍
の
公
文
書
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。
日
本
政
府
と
し
て
認
識
し
て
い
る
か
。
認
識
し
て
い
な
い
な
ら
、
至
急
、
そ
の
真
偽
、
事
実
関

係
を
米
国
政
府
に
問
い
た
だ
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

�

二
〇
〇
三
年
二
月
二
十
五
日
午
前
六
時
四
十
四
分
、
米
補
給
艦
「
ペ
コ
ス
」
と
「
と
き
わ
」
が
ア
ラ
ビ
ア
海
上
で
並
走

し
給
油
を
開
始
、
十
時
十
三
分
に
給
油
を
終
え
「
と
き
わ
」
は
離
れ
た
。

�

そ
の
後
、
「
ぺ
コ
ス
」
は
、
（
途
中
、
他
の
艦
船
と
接
触
す
る
こ
と
な
く
）
、
そ
の
日
の
夜
、
直
接
、
そ
の
油
を
空
母

キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
へ
給
油
し
た
。
給
油
終
了
時
刻
は
二
十
時
二
十
五
分
。

二

同
じ
く
、
同
法
人
が
入
手
し
た
と
さ
れ
る
米
海
軍
省
の
公
文
書
に
よ
れ
ば
、
空
母
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
は
、
こ
の
二
〇
〇
三

年
二
月
二
十
五
日
を
含
む
「
一
〇
四
日
間
連
続
の
、
イ�

ラ�

ク�

自�

由�

作�

戦�

に
従
事
す
る
連
合
軍
へ
の
支
援
」
を
行
っ
た
旨
の
記

述
が
あ
る
。
ま
た
、
二
月
二
十
七
日
に
新
し
い
司
令
官
の
交
代
が
あ
り
、
「
そ
の
一
週
間
以
内
に
、
国
連
決
議
に
基
づ
く
イ

ラ
ク
南
部
の
飛
行
禁
止
区
域
の
監
視
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
二
〇
〇
三
年
春
ま
で
続
け
ら
れ
たO

peration
Southern

W
atch

に
参
加
し
た
」
と
の
趣
旨
の
記
述
も
あ
る
。

一



�

日
本
政
府
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
記
述
を
認
識
し
て
い
る
か
。
認
識
し
て
い
な
い
な
ら
、
至
急
、
そ
の
真
偽
、
事
実
関

係
を
米
国
政
府
に
問
い
た
だ
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

�

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
「
ペ
コ
ス
」
か
ら
給
油
、
す
な
わ
ち
「
と
き
わ
」
か
ら
間
接
給
油
を
受
け
た
空
母
キ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
が
、
「
イ
ン
ド
洋
上
の
海
上
阻
止
行
動
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
）
で
は
な
く
、
「
イ
ラ
ク
の
自
由
作
戦
」

あ
る
い
は
「O

peration
Southern

W
atch

」
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
濃
厚
で
は
な
い
か
。

三

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
（
平
成
十
五
年
五
月
十
五
日
）
に
お
け
る
石
破
茂
防
衛
庁
長
官
答
弁
に
よ
る
と
「
キ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ク
が
不�

朽�

の�

自�

由�

作�

戦�

に
従
事
中
の
二
月
二
十
五
日
に
米
補
給
鑑
か
ら
約
八
十
万
ガ
ロ
ン
の
燃
料
の
提
供
を
受
け
た
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
る
わ
け
で
す
。
他
方
、
同
日
に
は
、
海
上
自
衛
隊
の
補
給
鑑
が
当
該
米
補
給
艦
に
二
十
万
ガ
ロ
ン

の
燃
料
提
供
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
を
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

�

二
の
公
文
書
と
さ
れ
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
は
、
「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
で
は
な
く
「
イ
ラ
ク
の
自
由

作
戦
」
に
従
事
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
「
不�

朽�

の�

自�

由�

作�

戦�

に
従
事
中
」
と
、
当
時
、
米
国
に
確
認
の
上
、
答
弁

し
た
の
か
。

�

一
の
公
文
書
と
さ
れ
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
「
と
き
わ
」
の
「
ペ
コ
ス
」
へ
の
給
油
量
は
一
八�
七
〇
四
バ
レ
ル
（
約
七

二



十
八
・
六
万
ガ
ロ
ン
）
と
さ
れ
て
い
る
。
答
弁
中
の
「
二
十
万
ガ
ロ
ン
」
と
食
い
違
う
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。

四

仮
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ピ
ー
ス
デ
ポ
」
が
入
手
し
た
と
さ
れ
る
米
国
海
軍
の
公
文
書
の
記
述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
テ
ロ

特
措
法
違
反
、
日
米
間
の
交
換
公
文
違
反
等
の
疑
い
を
惹
起
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
と
し
て
、
今
後
、
ど
う
対
応
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

右
質
問
す
る
。

三


